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１ 研修活動の方針 

近年、社会環境や家庭環境の変化によって、児童を取りまく健康問題も多様化してき

ている。養護教諭として、児童の心身の健康問題への、かかわり方が難しくなってきて

いる。そこで、子どもの発達や子育てへの対応について、関連機関の現状や対策を知り、

連携の在り方を探る研修を進めた。 

 

２ 活動の概要 

（１） 日時  平成２７年７月２７日（月） 午後１時３０分～４時３０分 

（２） 会場  トキのむら元気館 

（３） 研修の内容   

・講演会「子どもの発達、子育て、家庭に 

関する相談等の事例を通して」 

      講師：子ども若者相談センター 

         主任保健師  石塚 秀美  様 

・事例検討会 

 

３ 研修の実際（会員 24 名中１２名参加） 

（１） 講演会 

少子高齢化の中でも特別支援や家庭における問題が多くなってきている現状から、

子どもから若者までをサポートする子ども若者相談センターが２年前に設立された。

①業務内容について  

・発達支援業務（０～５歳） ・若者相談業務（１５～３９歳） 

     ・子ども家庭相談業（０～１５歳） ・ひとり親家庭相談業務 

   ②通告のあり方、学校外への発信ルートについて 一人の判断ではなく組織で動く。

③調査、支援を行う中での問題点について 

④ケース会議の実施と検討について 

（２）事例検討会 

実際にセンターでかかわった事例から、グループに分かれ検討を行った。 

 

４ 活動を終えて 

子ども若者相談センターとは、支援が必要な児童について就学前だけでなく就学後も、

連携し対応していけるように今後も、繋がりを深めていきたい。来年度も、児童の心身

健康問題への対応に役立つ研修を実施したい。 


